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病院までのご案内
● 大分駅より
車で約25分（米良バイパスが近道）
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● 大分自動車道米良インターより
車で約10分

● 豊肥本線「中判田駅」より
車で約5分

　3月1日よりユニホームを一新し、職種により
色分けをしました。
　これまで以上に患者さんへの対応に努めます。　4月22日（月）に、第15回目となる岩見淳三さん・YAYOI

さんのJAZZコンサートが行われました。
　岩見さんの繊細なギター演奏やYAYOIさんの心温まる
歌声に、参加したみなさんはじっくり聴き入ったり、手拍
子をしながらリズムに乗ったりして過ごされていました。
　後半には特別ゲストとして有里子先生、更には院長先
生も参加し、『夜空ノムコウ』ではサビの部分の合唱もあ
り、会場が一体となり盛り上がりました。
　お二人の音楽の力に元気をもらった会となりました。

新ユニホームのご案内第15回 岩見淳三さん・YAYOIさん 
JAZZコンサート開催

②年間入退院数、
　平均在院日数
年間入院数
年間退院数
平均在院日数

：404名
：409名
：102.4日

治療実績（2018年度）
①新患

年齢別 疾患別

※3ヶ月以上受診をしていない
　再診察の方も含む

新患の年齢は10代～20代まで
98名（27％）、30代を入れると
163名（45％）を占める。   

アルコール依存症、認知症の患者
さんの入院紹介が多い。

リワークプログラムを行っている
ので気分障害の紹介が多い。

不安障害、適応障害等の受診が多
くなっている。認知症の周辺症状による問題

行動が原因で受診される高
齢者が多くなっている。   

③入院期間
※年間退院者409名の動向

409名中、3ヶ月以内に
327名（80％）が退院さ
れ、6ヶ月以内に377名
（92％）の患者さんが退院
されます。

小児（児童）期及び、
青年期に通常発症する行動
及び情緒の障害
（他動性障害など）

F9

心理的発達の障害
（自閉症、学習障害など）

F8

知的障害F7

成人の人格及び行動の障害
（人格障害など）

F6

生理的障害及び
身体的要因に関連した
行動症候群（摂食障害など）

F5

神経症性障害、
ストレス関連障害及び
身体表現性障害
（不安障害、強迫性障害、
適応障害など）

F4

気分（感情）障害
（うつ病、躁病、躁うつ病）

F3

統合失調症、統合失調症
障害及び妄想障害

F2

精神作用物質の使用により
精神及び行動の障害

F1

症状性含む器質性
精神障害（認知症など）

F0年間：362名
（男性152名、女性210名）
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4％
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1ヶ月以内
21％

作業療法士

看護助手 精神保健福祉士
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男性看護師
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医療法人善慈会 大分丘の上病院 広報誌

大
分
丘
の
上
病
院
は
、
医
療
・
保
健
・
福
祉

を
通
し
て
、
人
々
の
健
康
向
上
に
寄
与
し
、

地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
す
る
。

● 

思
春
期
か
ら
老
年
期
ま
で
の
精
神
医
療
と

心
身
医
療
に
広
く
取
り
組
み
ま
す
。

● 

人
権
を
尊
重
し
、
共
に
歩
み
、
癒
し
を
も
た

ら
し
、
再
生
を
目
指
す
医
療
を
行
い
ま
す
。

● 

科
学
的
な
治
療
を
、
各
職
種
の
チ
ー
ム
医

療
で
誠
実
に
提
供
し
ま
す
。

病
院
の
基
本
方
針

法
人
理
念

Vol.
令和元年

丘の上だより

P2第64回 九州精神医療学会特集

厚生労働大臣表彰をうけて
九州集団療法研究会で
司会を担当して
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九
州
集
団
療
法
研
究
会
で

　
　
　
　

司
会
を
担
当
し
て

塔尾 浩次
看護部長

林 憲造
心理療法士

　

こ
の
度
、
3
月
18
日
（
月
）
に
パ
レ
ス
ホ
テ

ル
東
京
で
開
催
さ
れ
た
、
日
本
精
神
科
病
院
協

会
創
立
70
周
年
記
念
式
典
に
お
い
て
、
厚
生
労

働
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
精
神
保
健
福
祉
事
業
の
功
労

者
に
与
え
ら
れ
る
も
の
で
、医
師
の
み
で
な
く
、

看
護
師
、
精
神
保
健
福
祉
士
、
作
業
療
法
士
、

臨
床
心
理
士
、
薬
剤
師
、
栄
養
士
な
ど
、
精
神

医
療
の
現
場
に
従
事
す
る
、
す
べ
て
の
職
種
が

対
象
と
な
っ
て
い
る
表
彰
で
す
。

　

今
回
の
記
念
式
典
で
は
、
全
国
か
ら
150
名
の

方
々
が
表
彰
さ
れ
、
大
分
県
か
ら
は
大
分
県
精

神
科
病
院
協
会
の
推
薦
を
受
け
た
、
下
郡
病
院

の
児
島
院
長
、
大
貞
病
院
の
宮
本
看
護
部
長
、

親
和
会
和
ら
ぎ
の
里
の
後
藤
看
護
主
任
と
私
の

合
わ
せ
て
4
名
の
受
賞
で
し
た
。

　

会
の
冒
頭
、
山
崎
会
長
よ
り
、「
こ
の
70
年

は
社
会
的
偏
見
と
の
戦
い
だ
っ
た
。」
と
感
慨

深
く
挨
拶
さ
れ
、
日
本
に
お
け
る
精
神
科
医
療

の
現
場
で
、
先
人
の
先
輩
が
た
の
多
大
な
る
努

力
と
研
鑽
の
上
で
、
今
の
精
神
科
医
療
が
存
在

し
て
い
る
事
実
を
再
認
識
し
、
こ
こ
ろ
が
引
き

締
ま
る
思
い
に
駆
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
寛
仁
（
と
も
ひ
と
）
親
王
妃
信
子

殿
下
よ
り
お
言
葉
を
頂
き
、
内
閣
総
理
大
臣
、

厚
生
労
働
大
臣
（
い
ず
れ
も
代
読
）、
日
本
医

師
会
会
長
よ
り
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
、
華
や
か
な
雰
囲
気
の
中

で
の
祝
賀
会
が
催
さ
れ
、
他
県
の
受
賞
者
の

方
々
と
親
睦
を
深
め
る
機
会
も
得
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　

今
回
、
私
が
こ
の
よ
う
な
表
彰
の
機
会
を

得
る
こ
と
が
出
来
た
の
も
、
平
成
5
年
に
入

職
以
来
、
院
長
の
「
開
か
れ
た
精
神
科
医
療
」

「
癒
や
し
と
再
生
」
と
い
う
理
念
に
導
か
れ
、

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
看
護
の
実
践
に
た
ず
さ

わ
っ
て
き
た
ご
褒
美
か
な
？
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
私
1
人
の
力
で
や
れ
る
わ
け

も
な
く
、
ご
指
導
頂
い
た
院
長
は
じ
め
先
生

方
、
先
輩
方
、
そ
し
て
、
ス
タ
ッ
フ
皆
さ
ん

の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
の
表
彰
で
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
表
彰
に
慢
心
す
る
こ
と
な

く
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
「
患
者
中
心
の
精
神

科
医
療
」
の
実
現
に
努
力
す
る
所
存
で
す
。

　

最
後
に
、
今
回
の
表
彰
で
推
薦
を
頂
い
た

院
長
は
も
と
よ

り
、
大
分
県
精

神
科
病
院
協
会

長
の
淵
野
先
生

に
、
あ
ら
た
め

て
感
謝
し
ま

す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

２
０
１
８
年
１１
月
１７
日
、
第
４４
回
九
州
集
団
療
法
研
究
会
が
、
福
岡
県

の
飯
塚
記
念
病
院
を
主
催
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
院
か
ら
は
、
６

名
の
ス
タ
ッ
フ
が
参
加
を
し
、
そ
の
内
、
院
長
先
生
が
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

と
し
て
、
ま
た
、
私
が
別
の
分
科
会
に
司
会
者
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

私
が
担
当
し
た
分
科
会
で
は
、
韓
国
・
大
同
（
テ
ド
ン
）
病
院
の
心
理
士
・

金
景
貞
さ
ん
の
『
青
少
年
グ
ル
ー
プ
の
一
年
半
を
振
り
返
っ
て
』
と
い
う

テ
ー
マ
で
の
発
表
で
し
た
。
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
に
は
、
の
ぞ
え
総
合
心
療

病
院
の
坂
口
信
貴
先
生
に
お
願
い
し
、
約
２０
名
の
参
加
者
で
の
小
規
模
な

分
科
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

フ
ロ
ア
や
発
表
病
院
か
ら
は
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
出
て
お
り
、
携
帯
電

話
の
扱
い
、
治
療
共
同
体
の
作
り
方
、
集
団
の
ル
ー
ル
（
枠
作
り
）
と
運

営
の
苦
労
な
ど
が
主
に
意
見
と
し
て
出
て
い
ま
し
た
。
集
団
運
営
で
ど
の

よ
う
に
枠
を
作
っ
て
い
く
の
か
、
ル
ー
ル
を
破
ら
な
い
よ
う
に
す
る
に
は

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
と
い
う
こ
と
は
、
ど
の
グ
ル
ー
プ
も
課
題
と
し
て
抱

え
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
ル
ー
ル
を
破
っ
た
時
に
ど
の
よ

う
に
扱
う
か
に
よ
っ
て
、
失
敗
で
は
な
く
、
個
人
の
成
長
の
き
っ
か
け
と

な
り
え
る
と
い
う
こ
と
が
坂
口
先
生
か
ら
コ
メ
ン
ト
さ
れ
そ
れ
が
非
常
に

印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　

今
回
司
会
を
担
当
し
て
、
非
常
に
良
い
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
司
会
者
と
し

て
フ
ロ
ア
か
ら
発
言
を
あ
ま
り
引
き
出
せ
ず
、

非
常
に
力
不
足
を
感
じ
ま
し
た
。
今
後
も
仕

事
で
集
団
運
営
が
あ
り
、
そ
の
際
に
は
司
会
・

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
も
活
動
し
ま
す
の
で
、
こ

の
経
験
を
糧
に
、
今
後
も
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
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工藤 寿美
２病棟  看護師

佐藤 政弘

３病棟
精神保健福祉士

福田 清秀
２病棟  看護師

　

学
会
に
て
、
デ
イ
ケ
ア
で
実
施
し
て

い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
、「
I
M
R
」
に
つ
い

て
発
表
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
I
M
R
〈
疾
病
管
理
と
リ
カ
バ

リ
ー
〉」
は
、
10
名
以
下
の
決
ま
っ
た
メ

ン
バ
ー
で
、
希
望
と
楽
観
主
義
を
大
事

に
し
な
が
ら
、「
こ
れ
か
ら
の
人
生
」
に

つ
い
て
考
え
て
い
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

今
回
の
学
会
発
表
で
は
、「
I
M
R
」
に

参
加
し
た
こ
と
で
、
メ
ン
バ
ー
が
「
な

り
た
い
自
分
」
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に

変
化
で
き
た
か
を
事
例
を
挙
げ
て
報
告

し
ま
し
た
。

　

今
回
発
表
の
機
会
を
頂
い
て
、
当
院

デ
イ
ケ
ア
の
取
り
組
み
を
他
機
関
に
発

信
で
き
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
だ
け

で
な
く
、
学
会
発
表
と
し
て
今
ま
で
の

経
緯
を
ま
と
め
る
こ
と
で
、
具
体
的
に

　

今
回
、
九
州
精
神
医
療
学
会
に
初
め

て
参
加
し
発
表
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

発
表
内
容
は
退
院
支
援
に
関
わ
っ
た

患
者
さ
ん
の
事
例
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

　

長
期
に
渡
る
入
院
か
ら
退
院
に
向
け

て
の
本
人
だ
け
で
は
な
く
家
族
へ
の
支

援
を
主
に
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　

家
族
は
本
人
の
精
神
状
態
が
改
善
し

た
こ
と
に
よ
り
生
活
環
境
が
変
わ
る
の

で
は
な
い
か
と
不
安
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
家
族
の
不
安
へ
丁
寧
に
対
応
す
る

こ
と
で
、
本
院
の
み
で
は
な
く
家
族
と

も
信
頼
関
係
を
結
び
退
院
へ
と
進
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

大
勢
の
前
で
発
表
す
る
こ
と
は
初
め

て
で
し
た
の
で
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
大
分
丘
の
上
病
院
の
代
表
と

し
て
恥
じ
な
い
発
表
を
す
る
為
に
何
度

も
練
習
を
重
ね
本
番
を
迎
え
ま
し
た
。

　

登
壇
す
る
ま
で
は
隣
に
い
る
ス
タ
ッ

フ
へ
聞
こ
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う

原田 節嗣
2病棟  看護師

九州精神医療学会特集
厚
生
労
働
大
臣

2019 年1月31日～2月1日　　福岡国際会議場 にて開催

濱砂 友輝
2病棟　看護師

く
ら
い
に
心
臓
が
ド
キ
ド
キ
し
ま

し
た
が
、
い
ざ
登
壇
す
る
と
そ
の

不
安
を
か
き
消
す
く
ら
い
見
て
い

る
方
の
話
し
を
聞
く
姿
勢
に
熱
意

を
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
の
熱
意
に
答
え
る
べ
く
ハ
キ

ハ
キ
と
し
た
発
表
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
頂
き
こ

の
経
験
を
今
後
の
業
務
に
生
か
し

て
い
き
た
い
で
す
。

石丸 桂子
3病棟  看護師

深川 徹二

地域医療連携室  室長
精神保健福祉士

　１/３１・２/１の２日間、福岡で開催された九州
精神科学会に参加させていただきました。
九州・沖縄管内の精神科病院の様々な研究を拝
見・拝聴して、新しい知識や取り組みを知ること
ができる良い機会となりました。

　今回、学会は座長として参加させて
頂きました。多くの事例に関わることが
できて勉強になりました。精神保健福
祉士の研究発表は個別支援から集団
での関わり、退院支援など発表され色
んな視点での関わりがあることを学べ
ました。今後の実践に活かせればと思
います。夜、みんなで食べた本場のもつ
鍋は美味しかった。

　今回初めて学会に参加させて頂きました。
いくつかの発表を聞くことができ、大きな会
場で緊張しましたが、自分自身の視野も広
がったように思います。
　初めての経験でしたが、学習し続けること
の大切さ、必要性を改めて考える機会になり
ました。

　他の精神科病院がどのような取り組み
をしているかを学ぶことができ、今後の
仕事へのモチベーションに繋がりました。
今後もこのような機会がありましたら、参
加をさせていただきたいと思います。

　今回初めての参加でした。準備段階でも
たもたしていた為、短期間での仕上がりとな
りましたが題材も内容もとても良いものに
なったと思います。
　今後はそれぞれの研究発表を参考にして
仕事に頑張っていきたいと思います。

　医療、看護、福祉の分野から３００を超え
る発表演題があり、聴講する演題の選択に
迷いましたが、最近の動向の地域社会で生
活するための対応、認知行動療法（マイン
ドフルネス）についての発表が印象に残り
ました。学会発表で自分では気づかない着
眼点、創意工夫が勉強になり、今後の臨床
看護に活かして質の高い看護が提供出来
るように努力していきたいと思います。

I
M
R
を
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す
る
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果
を
振
り
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る
こ
と
が
で
き
、
今
後
の
リ
カ

バ
リ
ー
支
援
の
大
き
な
指
針
に
な

り
ま
し
た
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今
後
も
自
分
の
将
来
に
希
望
を

持
ち
、
自
分
の
人
生
に
つ
い
て
主

体
的
に
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え
て
い
け
る
サ
ポ
ー
ト

と
し
て
「
I
M
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を
継
続
し
た

い
と
考
え
て
い
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す
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橋本 遼一

地域生活サポートステーション
精神保健福祉士
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